
(１７)がん診療推進部業務状況

①緩和ケアチーム活動

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

チーム回診（回） 99 91 90 49 50 

緩和ケアチーム診療（人数） 218 167 156 149 146 

　緩和ケアチーム診療（延べ件） 2,384 1,605 1,377 1,438 1,512 

　緩和ケアチーム診療（栄養サポート延べ件数） 2,108 1,576 1,368 1,432 1,508 

　緩和ケアチームコンサルテーション（件数） 26 18 33 23 27 

 ※PS（Performance Status）:全身状態の指標の1つで、患者の日常生活の制限の程度を示す。
　 PS0:無症状で社会生活ができ、制限を受けることなく発病前と同等にふるまえる。
　 PS1:軽度の症状があり、肉体労働は制限を受けるが、歩行、軽労働や座業はできる。例:軽い家事、事務
　 PS2:歩行や身の回りのことはできるが、時に少し介助がいることもある。軽労働はできないが、日中の50％以上は起居。
　 PS3:身の回りのある程度のことはできるが、しばしば介助がいり、日中の50％以上は就床している。
　 PS4:身の回りのこともできず、常に介助がいり、終日就床を必要としている。

②がん患者カウンセリング

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

がん患者指導管理イ（初回面談）（人） 590 508 535 555 495 

初回面談数　月平均（人） 49 42 45 46 41 

がん患者指導管理ロ（継続相談） 2,561 2,016 2,678 3,001 2,372 

　　同　　　月平均（人） 213 168 233 250 198 

がん患者指導管理ハ
（医療用麻薬・化学療法薬剤指導）

975 832 999 659 487 

　　同　　　月平均（人） 81 69 83 55 41 
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緩和ケアチーム診療　詳細



③外来からの緩和ケア移行

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

外来緩和ケア在宅連携指導料（算定件数） 37 48 45 

④緩和ケア研修会・講座・がんサロン

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

厚労省委託事業緩和ケア研修会（PEACE研修会） 1 1 1 1 

　参加人数 24 18 18 17 

北摂緩和ケア研究会（回） 2 1 1 1 1 

　北摂緩和ケア研究会（参加者数（延/人）) 134 43（Web53） 51(Web69) 30(Web404) 70(Web11)

　北摂緩和ケア研究会（1回当たり/人） 67 96 120 434 97 

市民医療講座（回） 1 0 0 0 1 

がんサロン（回） 5 0 2 4 6 

⑤緩和ケア地域合同勉強会

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

勉強会（回） 1 1 1 1 

　勉強会（参加者) 41 22 15 15 

　うち院内参加者 23 5 8 8 

　うち院外参加者 18 17 7 7 

⑥リンパ浮腫外来

活動内容等 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

リンパ浮腫外来（重症） 273 349 337 285 240 

⑦がん診療推進部　多職種キャンサーボード
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子宮癌放射線治療後、難治性消化管膀胱瘻患者の治療方針

再発子宮体がん　骨盤内播種に対して、キイトルーダ・レンビマが奏効し小腸腫瘍瘻を形成し
た一例の治療方針

浸潤性膀胱癌＋進行胃癌のある高齢独居聾患者の治療方針の検討

右骨盤壁に達する子宮体部の悪性腫瘍の治療方針について



⑧外来治療センター

a.治療別患者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

皮下注 25 28 37 38 37 28 29 24 24 22 22 36 350 29.2

ホルモン療法 82 88 89 102 71 79 72 87 86 75 70 81 982 81.8

点滴 14 18 26 20 21 26 21 25 36 35 32 25 299 24.9

化学療法 160 199 199 209 253 207 239 228 186 213 192 202 2,487 207.3

膀注 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0.4

輸血 43 53 48 42 49 41 46 35 29 35 29 28 478 39.8

瀉血 2 4 3 1 1 2 1 0 2 0 0 0 16 1.3

自己血 0 1 0 2 0 1 0 1 0 0 1 0 6 0.5

b.疾患別延べ件数

大腸・小腸・空腸がん 226 79 0 5

胃がん 73 146 27 15

食道がん 9 12 0 79

肺癌・胸膜中皮腫 16 58 0 50

胆がん 17 0 0 0

肝細胞がん 9 11 4 0

c.外来化学療法加算

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

4 2 6 13 26 21 12 7 9 18 17 12 147

141 168 184 172 207 165 202 187 170 175 173 173 2,117

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

145 170 190 185 233 186 214 194 179 193 190 185 2,264

（単位：人）

（単位：年間延べ件数）

膵がん 精巣がん 急性白血病

乳がん 卵巣がん 悪性リンパ腫

前立腺がん 絨毛性疾患 多発性骨髄腫

尿路上皮がん 子宮平滑筋肉腫 骨髄異形成症候群

腹膜癌 子宮頸がん 皮膚科系疾患

腎細胞がん 子宮体癌 マクログロブリン血症

項目

外来腫瘍化学療法診療料１（抗
悪性腫瘍剤の投与その他必要な
治療管理を行った場合）

外来腫瘍化学療法診療料１（抗
悪性腫瘍剤を投与した場合）

連携充実加算（外来腫瘍化学療
法診療料１・イ）

総計


